
職業遺化　Touchstone

西　　野　　義　　彰

　Sh北espe鵬の喜劇の中で最も牧歌的でロマンチックな喜劇といえる幽灼α

ム伽〃に、道化Touchstoneが重要な役割を担って登場する。彼の道化として

の特徴や演劇的機能につザて考琴する前に、。この喜劇そのものの特色や主題な

どについてある程度理解しておく必要がある。

　この喜劇の筋は比較的単純で、第1幕では兄の011verと弟のOr1andoが不和

の状態にあり、前者は美徳と人望のある弟に恨みを抱いていて、特に0r1ando

がレスリングの試合に勝った直後から、弟の命を狙うまでになる。危険を避け

るため彼は忠実な老僕のAdamとともに、直ちにアーデンの森に逃げることに

する。一方、善良な兄の公爵を追放し、その地位についているFredenck公爵

の宮廷に、娘のCe11aと姪のRosa1mdが姉妹のように暮らしているが、姪の人

気と美徳のために娘の影が薄くなり、公爵はRosa1mdに追放命令を下す。一

心同体の二人は、道化Touchstoneを連れて、身の安全のために変装するとと

もに名前も変えて、アーデンの森に向かうζとになる。．2幕以降はこの森が舞

台となり、追放された公爵や彼を慕って集まってきた臣下たちが、宮廷での出

世欲、追従、陰謀などから解放され自然を友として静かな生活を送っている。

無事に森に辿り着いたRosa11ndらは間もなく牧草地を買い取り新たな生活を

始め、他方、老公爵らに救われたOr1andoたちもすぐに森の中で安定した生活

に入る。それ以後、5幕の終わりで結婚の神Hymenが登場し4組のカップル

がめでたく結婚し幸福な結末を迎えるまで、人物たちの目立ったアクションは

あまり見られない。中心となるのはRosa1mdに対するOr1andoの情熱的でロマ

ンチックな恋と、男装したRosa1mdの0r1andoに寄せる告白しがたい切ない想

い、それに、主人公たちの問で展開する散文を主体とした機知に富んだ対話で

ある。羊飼いのS11v1usもPhebeに対して韻文で情熱的な愛を語るが、Or1ando

やS11v1usらの非常に純粋な恋は、道化かつ現実主義者Touchstoneにとって格

好のからかいの対象になる。道化としての彼は、ユニークな形で森での恋愛遊

戯に参加する。ヒロインRosa1indの男装によって何度か滑稽な誤解や混乱が
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生じるが、最終的にはヒロ’インの活躍でもつれた糸がほぐれ、また、悪役の

Fredenck公爵やO11verたちが森の中やその近辺で突然改心し、この劇は幸福

な結末を迎える。これが全体の大まかな筋である。

　この劇を書くにあたってShakespe班eは少なくともいくつかの資料を参考に

したようであるが、作者にとって最も重要なものはThomas　Lodgeによって書

かれた散文ロマンスRo蛸㎜dθであるといわれている。1）Shakespeareは種本の

筋をかなり取り入れ、不要な部分は大胆に削除や修正をし、他方でTouchstone

やJaquesなど個性的な人物を新たに創造して、種本とは大いに異なる喜劇を

書き上げた。この作品は従来Shakesp鮒eの喜劇の中で非常に評価が高く、

He1enG肛dnerは同じ作者による喜劇の中で「最も洗練された精巧な劇」2）であ

ると論じ、Patnck　Swmdenも同様の立場で「最も完成されている」3）作品と考

える。Peter　G　Ph1a1asは、この劇において作者のロマンチソクな形態がこれ

以上発展しえないほど見事な形に達したと述べ、4）C工．Barberもこの劇は

「Shakespeareあるいは他の誰であれなし得た最高の完成度を示す均衡の表

現」5）であると述べている。また、Jo㎞W11dersは、それ以前の作品との関係

で見る’と、この劇において一つのプロセスの完成が見られると論じる。6）この

劇において作者は、様々な人物のアクションに満ちた複雑な筋の運びには関心

をもっていない。アーデンの森を一種の理想郷（如cad1a）に設定し、牧歌的

な雰囲気の中でRosa1mdとOr1andoの恋愛を中心に、いくつかのレベルの愛の

形を行動よりも言葉で語らせることにある。一種の理想郷とはいっても、この

森は本来のパストラル（牧歌劇）の特徴である、永遠の春が支配する無時間の

楽園ではなく、冬の厳しさや逆境が何度か強調され、人々は生活のために鹿

（venison）を殺すこともある。7）また、この森では‘c1ock’こそ無いものの、

時問と人問のはかなさについて、道化の

And　so血om　hour　to　hour，we　ripe，and　ripe，

And　then　from　hour　to　ho皿，we　rot，and　rot，

　　　　　　　　　　　　　　（2．7．26－7）

という言葉を中心に劇中何度も言及され、ここが決して真の理想郷ではないこ

とが観客に伝えられる。しかし、そこでは一連の出会いが中心となり物語の進

行が止められるという印象を与えるので、DJ　Pa1merが言うように、そのこ
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とが‘sense　of　tme1essness’8）を生み出すことになる。また、そこでは宮廷か

ら逃れてきた者を含めほとんどの人々が、「普通の日々」（th1s　wor㎞ng－day

wor1d，1312）から解放され、「休日の気分」（a　ho11day　hmour，4165）で素

朴かつ穏やかな生活をおくっている。アーデンの森は、OberonやPuckなどの

妖精が住み、職工のBo帆omがグロテスクな姿に変えられるλ〃伽㎜mer

〃鉢池D鵬班口の森ではない。この劇の第1幕は、運命のいたずらと悪役の冷

酷な仕打ちにより難を逃れるため、主人公たちに悪意に満ちた宮廷や町を脱出

させ森へと急がせる情況作りの役割をもっている。

　恋のテーマはすでに1幕から始まっているが、2幕で羊飼いのSi1viusが恋

人のPhebeに対する熱烈な想いを韻文で大げさに吐露する形で前進し、3幕で

0r1andoが一目惚れしたRosa1mdへの情熱的な想いをへたな詩に綴り、森のあ

ちこちに告白することで本格的に展開する。Kemeth　Mu1rは、この劇におけ

る最も素晴らしい場面はアーデンの森でのRosa1mdと0r1andoのそれであると

述べているが、9）その通りである。作者はこれまでの作晶で文体を含め様々な

実験を行なっている。ん吻αム1kθ〃前後の喜劇や喜劇を含む歴史劇では、

それぞれの作品において散文がかなり高い比率で用いられており、10）この頃の

作者は喜劇においては無韻詩より散文のほうが、主人公たちの個性豊かな性格

造形や生き生きとした会話には、はるかに有効な媒体であると理解していたよ

うである。概して、散文は喜劇的な場面や身分の低い狼雑な人物たちに用いら

れる。漉㎜γ凧P鮒o鵬丑P航肋oでは、あのほら吹きで臆病かつ好色の、

限りない魅力を持った巨漢Sr　John　Fa1staffがきわめて自然で生き生きとした

散文を話して観客を魅了した。当面の喜劇では、初期の作品L0拙五助0α地

ム0就の生硬でごつごつした散文とは異なり、作者はかなり進歩発展した散文

を主人公たちに語らせている。

　脇役のSi1viusはPhebeに対する愛を情熱的に韻文で表現する。パストラル

ではたいてい羊飼いや農民が主役を演じるが、この喜劇では彼らは主役ではな

いものの常に韻文を話している。作者は、彼らの韻文による熱烈な求愛と冷た

い拒絶というパストラル特有の愛を、一つの典型的な形に持っていく。甘美で

理想的な愛の世界にひたろうとする恋人たちの愚かさは、冷めた現実的な視点

の人物たち、特に道化によってからかわれ批判される。アーデンの森にあって

人間に興味を抱きながら人を避け、孤独とメランコリーを愛するJaquesもこ

の劇では重要な存在で、他の人物とは異なる視点で物事を捉え、劇そのものに
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幅と広がりを与えている。様々な問題一〇r1andoの恋の成就、Rosa1indと老公

爵との再会、Rosa1md－phebe－S11v1usの三角関係、011verとCe11aの結婚など一

を解決し大団円へ持っていくには、この劇の中心人物Rosa1mdが男装を放棄

し本来の姿を現すこと、及び、結婚の神Hymenの力を借りることが必要にな

る。最終的に、Hymenと本来の姿に戻ったRosa1mdの登場によって、この劇

は4組の結婚と調和という形で幸福な緒末を迎えるが、その解決の方法はやや

窓意的で、観客に虚構性を意識させる。この劇の虚構性という点では、5幕で

011verが突然改心しCe11aとの緒婚を決めたり、Fredenck公爵もあまりに突然

心を改め世捨人として生きることを決意するなど、いくつか指摘できる。一方、

人生（：現実）と芝居（＝虚構）の緊密な相互関係については、2幕7場にお

ける老公爵の言葉、

This　wide　and　universa1theatre

Presents　more　woefu1pageants　thm　the　scene

Wherem　we　p1ay　m　（137－9）

やJaquesの有名な台詞、

　　　　　　　　　A11the　wor1d1s　a　stage，

And　a11the　men　and　women　mere1y　p1ayers

They　have　their　exits　and　thei二【’entrances，

And　one　ma二n　in　his　time　p互ays　many　p航s，

　　　　　　　　　　（139－42）

によって観客に伝えられる。作者はこの劇が虚構であることは最初から認識し

ている。他方で、役者によって舞台で演じられることで、虚構の世界に生命と

真実（リアリテイ）が生まれ、観客は目の前で展開する芝居の中に、人間の根

源的な姿や人生の実相の一面を認め、その世界に参加しともに考えさせられる

という、芝屠のもつ不思議な力を劇作家として理解している。その上で作者は、

アーデンの森という牧歌的な世界で、多様な価値観の人物たちにいろいろな話

題について、特に人生と愛についてのびやかに語らせ行動させた。劇である以

上、そこに虚構的、窓意的要素は避けえない。それは劇の終わり方にも言える
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ことで、作者はあえて我々が見るような方法を選んだ。Ame　B砒onは劇の結

末について、「リアリズムとロマンスを結合させるやり方において見事であ

る」11）と高く評価している。この劇の喜劇的な効果に関して、その多くは

‘sw1ftmte叩1ay　of　perspect1ves’12）からくるとA1exander　Legga帆は述べている

が、確かに人物たちの派手なアクションや巧妙な筋の展開よりも、様々な人物

たちの見解の相互作用が滑稽な効果を生み出している。作者はパストラル文学

の伝統を受け多くのコンベンションを採用しつつ、他方でそれらを茶化すため

にハーレスク的要素を多分に盛り込むことで、まさにShakespeare的で明るい

ロマンチックな喜劇を完成させた。

　エリザベス朝の舞台を陽気に跳ね回ったり倒れたりする、最初の真に賢明な

道化（阿呆）13）Touchstoneは、1幕2場で初めて登場する。彼はCe11aによっ

て‘this　fooゴと言及され、それ以後も他の人物から6mot1ey　foo1’，‘Mot1ey’，

‘the　mot1ey－mmded　gent1eman茅などといわれたりするが、名前で直接呼ばれ

るのは劇中3回のみである（2幕4場、3幕2場）。作者がこの道化に何故こ

のように命名したのかは、作者が幹部の一人であり座付き作者をしていた宮内

大臣一座における、この頃の喜劇役者の交替と関係があるかも知オtない。それ

までその劇団の喜劇役者であったW111Kempeが、1599年の早い時期に退団し、

その後彼とはまったく異なった才能と美声の持ち主であるRobert　Am1nとい

う喜劇役者が入団したようである。作者はA㎜mのためにこの遣化をはじめ、

τ鵬1肋ハ晦批のFeste、λ1他Wε〃肋班肋幽Wε11のLavache，K㎞8ムθ〃のFoo1

といった道化役を創造したと考えられている。Ammは金細工職人になるため

の修業をしたことがあり、教養と知性もあったので劇やパンフレットを自らい

くつか物したり、自作の人物を舞台で演じることもあったといわれている。14）

Kempeは即興で笑いを取る道化役者で、彼が演じた人物の中で代表的なもの

が言葉の取り違いをよくやるDogberryである。一方、A㎜mは歌を歌ったり

賢と愚を絶妙に調和させた機知に富む道化役が得意であったようである。当面

の喜劇がいつ書かれたのかについて確かな証拠は無いようだが、おそらく

Ammが入団した直後と考えてよいのではないか。この劇では歌が何回か歌わ

れるのに道化が一度も歌わないのは、当時の劇団の事情によるのかもしれな
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い。15）彼は自作の肺o肋泌of〃b肥一〇1∂此θに出てくる滑稽な召使Tutchを演

じ拍手喝釆を受けたといわれ、彼が金細工職人をかって目指したことも考え合

わせると、Shakespe㈹がTutchからTouchstoneという名前を思いついたとい

う説16）はかなり有力に思われる。周知のように、その名前には「試金石」と

いう意味があり、試金石とは貴金属をすりつけてその金属の品位を判断するた

めの黒くて堅い石のことである。つまり道化Touchstoneは、彼の前に現われ

るすべての人物たちの価値や品性、さらには劇世界そのものを試すという役割、

JohnPa1mer的な言い方をすれば、「自分を含め、すべての人物や物事を滑稽な

テストにかける」17）という重要な役割を担って登場していることになる。

　2幕7場で、Jaquesが森で道化を見かけた時の驚きを老公爵に報告する時、

A　foo1，a　foo1！I　met　a　foo1i’th’forest，

A　mot1ey　foo1a　m1serab1e　wor1dl　（12－3）

と言っていることから、彼は「まだら服」（mot1ey）18）を着ていて他の人物と

区別がつく服装をしていた。第1幕では彼はRosa1mdたちから「自然の女神

が作った阿呆」（Na耐els　natura1），「砥石」（whetstone）などとからかわれ、ま

だ彼らしさは発揮できていない。

　Rosa1mdとCe11aに随行して森に着くと、彼も疲労しているはずであるが、

機知に富む道化として本領を発揮しはじめる。Ce1iaが「これ以上動けないの

で許して」（Ipayyoube班withme．）と言うと、彼はさっそくεbear’をいろ

んな意味に用いて酒落を飛ばす。

For　my　pa血，I　had　rather　bear　with　you　than　be班you；yet　I　shou1d　bear

no　cross1f　I　d1d　be鉦you，for　I　thmk　you　have　no　money　m　your　purse

（2．4．9－11）

ここでは‘be肛’は「耐える」、「運ぶ」、「持つ、手に入れる」という意味で使

われ、・CrOSS・には「十字架」及び「十字架が刻まれている当時の銀貨」19）と

いう意味が込められている。すぐ後に羊飼いのCorinとSi1viusの恋について

の真剣な議論を立ち聞きした時、Touchstoneも昔の恋の経験を回想し、S11vms

の情熱的な恋を茶化し転倒させるように、滑稽でばかげた面を強調して言う。



西　　野　　義　　彰 7

I　remember　when　I　was　m1ove　I　broke　my　sword　upon　a　stone，and　b1d

h1m　take　that　for　commg　a－n1ght　to　Jane　Sm11e　and　I　remember　the㎞ss－

mg　of　her　bat1er，and　the　cow’s　dugs　that　her　pretty　chopt　han．ds　had

m11ked，We　that　are　tme1overs　mn　mto　straI1ge　capers，but　as　a111smor－

ta1m　nature，s01s　a11nature　m1ove　mo血a1m　fo11y　（43－53）

恋する者はその病ゆえに様々な狂態を見せ、彼自身も例外ではない。彼らしい

のは、甘美な恋を意図的に滑稽でばかげたレベルに引きずり下ろし、自分をあ

えて笑いの対象にするとともに、最後の2行で巧みに言葉遊びを交え、「この

世ではすべてが死を避けられないように、恋する者は愚行を避けえないのだ」

と、格言風に台詞を見事しめくくる点にある。Rosaユmdは遣化の知恵に驚きな

がら、「お前は自覚している以上に賢いことを言うのね」と言うと、彼は

Nay，I　sha11ne－er　be　w肛e　of　my　own　w1t，t111I　bre吐my　shms　agamst1t

（55－6）

と、‘w肌egに「気付いて」と「用心深い」の2重の意味を込めユーモラスに

返答する。この辺の彼の言葉を見ても、彼は「生まれながらの阿呆」とはっき

り区別される賢明な「職業道化」であることが分かる。

　憂欝家のJaquesは、この劇のためにShakespeareが創造した個性的な人物の

一人で、台詞の量も比較的多く遺化に劣らず重要な役割を果たしている。彼の

場合、不機嫌になればなるほど面白いことを話し、皮肉屋、冷笑家としての鋭

さに磨きがかかる。笑いとは無縁の彼も、森でまだら服の道化に偶然出会い話

をした時、その言葉と見かけとの問の不釣り合いや口にする言葉の意外性ゆえ

に、心の底から大笑いしたことを老公爵に報告している。

．狛g〃θ3　　　　　　　　　　　　　V7hen　I　d1d　hea二r

The　mot1ey　foo1thus　mora1on　the　t1me，

My1㎜gs　began　to　crow11ke　chant1c1eer

That　foo1s　shou1d　be　so　deep－contemp1at1ve，

And　I　d1d1augh，sans　mtem1ss1on，

An　hour　by　his　dia1．0nob1e　foo1！
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Aworthyfoo1！（2．7．28－34）

最初Jaquesが6mot1ey　fooゴに期待したものは、阿呆のとりとめのない話、

駄酒落、卑獲で下品な振る舞いなどで、この世の無常について真面目腐った表

情で語るなどということは予想外のことであった。まだら服は愚かさ、無秩序

や混沌の象徴であり、それを身につけた道化が賢明なことを話すという矛盾に

彼は感動した。Jaqu・Sはまだら服に憧れるが、それを手に入れたところで放蕩

者（2幕7場）として生きてきた以上、他人の罪悪を非難はできても道化の真

似はできそうにない。

　Touchstoneは目上の人に対して何ら遠慮はないが、羊飼いには尊大な態度で

のぞみ、屈理屈をこねた分かりにくい論法を取る。Co㎡nに森の暮らしについ

て聞かれると彼はこう答える。

Tm1y　shepherd，in　respect　of　itse1£・it　is　a　good1if；e；but　in　respect　that　it

1s　a　shepherd’s11fe，1t1s　naught　In　respect　that1t1s　so11tary，I1ike1t　very

we11；but　in　respect　that　it　is　private，it　is　a　very　vi1e1ife．Now　in　respect

1t1s　m　the　f1e1ds，1t　p1easeth　me　we11，but　m　respect1t1s　not　m　the　cou血，

it　is　tedious．As　it　is　a　spare1ife，1ook　you，it　fits　my　humour　we11；but

as　there1s　no　more　p1enty　m1t，1t　goes　much　agamst　my　stomach

（3．2．13－21）

結局のところ、Touchstoneは今の生活が気に入っているのか否かはっきりしな

い。その言葉と論法は学者的に聞こえるが、そこに内容は何もない。あるのは、

田舎の素朴な人間に対する彼一流のおどけなのである。さらに宮廷対田舎の話

題で、彼は相手を煙にまくすばやい論法で質問を浴びせ、Corinをやり込めよ

うとする。しかし、Cohnには単純素朴ながら自分の哲学があって、道化の意

地の悪い攻撃もほとんど効果なく空振りの感がある。R．P．Draperは二人の対

話に関して、ブーメランのイメージを用いて次のように述べている。「Corin

との議論でTouchstoneは宮廷の自負を批判的にさらけ出すとともに、そのよ

りすぐれた洗練さを守る人でもある。田舎に対する宮廷の、自然に対する芸術

の勝利はブーメランとなって、笑いを田舎のみならず宮廷にも向けることにな

る。」20）TouchstoneのComに対する‘‘Most　sha11ow　manパ’という辛錬な言葉
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は、すぐ後で彼自身に舞い戻ってくるのである。

　主人公たちがロマンチックな愛を求め、その歓喜と満たされぬ想いで一喜一

憂するのと平行して、Touchst㎝eはεpoetica1gという言葉も知らず美貌にも

恵まれていないが、貞節に見える田舎娘Audreyとの結婚を決意する。彼は何

もない森の中でεhom－beasts’（ここでは鹿と不義を働かれた夫の酒落）のみ

を出席者にして式を挙げるつもりでいる。彼はしきりに角にこだわり、それは

妻の持参金（3幕3場）であって、結婚する男の宿命であるし、角は独身男の

何もない額よりも名誉なことだと結論する。JaqueSに緒婚の意志を聞かれると、’

彼は

As　the　ox　hath　h1s　bow　s1r，the　horse　h1s　curb，a皿d　the　fa1con　her　be11s，

so　man　hath　h1s　des1res，　（3371－2）

と答える。動物にも宿命的に逃れられないものがあるように、人間にも欲望と

いう厄介なものがあり、それが自分の結婚の動機であるという。森の中で粗末

な結婚式を挙げる理由について、彼は傍白で「まともな式を挙げなければ、将

来妻と別れるよい口実になる」と本音をもらす。式を突然延期し退場する時も、

カプレットでAudreyと‘bawdry9（貞節の欠如）で脚韻を踏ませたり、牧師に

は詫びるどころか戯れ唄を歌いながら立ち去る。ここで道化がしていることは、

主人公たちの牧歌的でロマンチックな恋愛に対するパロディもしくは偶像破壊

である。宮廷のみならず森においても、まだら服の彼は中心に対して周辺の、

社会的には底辺に位置する存在である。彼は道化として無責任、不真面目、無

秩序、破壊、反理性や欲望などを具現しているだけでなく、主人公たちが求め

る理想的でロマンチックな愛を転倒させ、現実的で皮肉な視点でそれを眺める。

そして彼らのロマンチックで情熱的な愛に、欲望や肉体的な要素が大いに含ま

れていることを観客に思い出させる。Shakespeareの道化たちはたいてい喜劇

的大団円の結婚騒ぎの外側に留まる。道化の性と結婚について、Wi11iam

W111efordは興味深い考察をしている。要約すると、遺化はたとえ男である時

でも、一人の女性と親しく持続的な関係を結ぶことができず、結婚に見いださ

れるいかなる安らぎや完成にも身を落ち着けることができない。一般に、道化

の性は、英雄の求婚と女性獲得の経過とはほとんど無縁な表現形式だけを見い

だす。21）Audreyに対するTouchstoneの上述のような行為は、遺化全般に共通
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する特徴であると同時に、この劇において主人公たちの恋愛観を逆転させるだ

けでなく、補完的な機能も果たしているといえる。

　Touchstoneはいつも相手をからかう機会を探していて、特に粗野な田舎者

（c1own）22）は彼の本能を強く刺激するようである。5幕1場冒頭では，W1111am

に対して故意に難しい表現を用いて威圧的に迫る。頭の鈍いW1111㎜は圧倒さ

れて言葉少なに退散するが、道化の態度に多少意地の悪さはあっても決して悪

意はなく、WiSe　f001らしい振舞いは土問席の観客に大いに受けたであろう。

　劇が結末に近づくと、ヒロインは男装を解き複雑に絡み合ったいくつもの問

題を一挙に解決せざるを得なくなる。彼女は恋人たちに時間と場所を指定し、

会場に集合するよう約束させる。彼らは約束通り集まってくるが、そこに

TouchstoneとAudreyの姿もある。皮肉屋のJaquesはそれを見て新たな大洪水

と方舟を連想し、遣化のカップルを「非常に奇妙な動物のつがい」とか「阿呆

ども」と呼ぶ（5幕4場）。口の悪さは彼の特徴であるが、遣化の鋭い機知や

知性は彼なりに十分理解している。たいてい遣化は脇役として大団円までに舞

台を去るか、留まっていても台詞はほとんどなく主人公たちのアクションに加

わらないが、彼はAudreyとともに彼らの緒婚式に参加し、幸福な結末に色を

添える。彼は老公爵に式に参加した理由を次のように話す。

I　press　m　here　s1r，amongst　the　rest　of　the　country　copu1at1ves，to　swe趾

and　to　forswear，a㏄ordmg　as　ma二mage　bmds　and　b1ood　breaks　A　poorv1r－

gm　s1r，an111－favoured　thmg　s1r，but　mme　own，a　poor　humour　of　mme　s1r，

to　take　that　that　no　man　e1se　wi11．Rich　honesty　dwe11s1ike　a　miser　sir，in

・p…h・…，・・y…p…1i・y…f・・1・y・t・・（54．54－61）

つまり、結婚が；人を緒びつけ本能が二人を引き裂くままに、誓いを立てたり

破ったりしたかったからである。不細工なAudreyに手を出したのは、自分の

どうしようもない気紛れによるものだと述べる。最後に、女性の貞節というの

は、美しい真珠のように醜い住みかに宿るものだ、という面白いことわざで締

めくくる。全体として、内容のみならず、‘swear－forswe姐’，‘mamage－b1ood’，

‘bind－break’，εrich－poor9などの言葉の対比、‘honesty－dwe11－house’における

擬人法、‘11ke　a　m1ser’などの直楡、ことわざが喚起する面白いイメージなど、

ユーモアと技巧的な言葉の使い方において注目すべき箇所が少なくない。彼は
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喧嘩の7段階についても面白いことを言うのだが、それを聞いていた老公爵は

感心して言う。

He　uses　h1s　fo11y11ke　a　sta1kmg－horse，ξmd　under　the　presentat1on　of　that

he　shoots　his　wit．（5．4，105－6）

Touchstoneはまさに阿呆を装った賢明な道化なのである。緒婚の神と本来の姿

に戻ったRosa1mdとCe11aの登場により、劇は一挙に緒末を迎える。Jaquesを

除くほとんどの人物は、森での浮かれ騒ぎくmStiC　reVe1ry）にしばし興じる。

立ち去る時JaqueSは遣化に、「君は妻との口論に委ねよう、というのも君の愛

の航海はたった2ヵ月分の備えしかないからね」と、真実を言い当てたかのよ

うな言葉を残す。この喜劇は、遣化と田舎娘のような異色のカップルをも受け

入れるほど、寛容で陽気な休日の精神が支配し、結末では新しい秩序と調和の

ある社会を確立するとともに、その社会の存続を感じさせながら幕を閉じる。

　前にも触れたが、作者はこの劇で牧歌的な世界における恋愛とその成就、言

い換えると、牧歌的でロマンチックな恋愛を通して達成される調和と幸福の一

つのビジョンに中心的な関心を抱いている。平板になりがちの牧歌劇に広さと

奥行を与えるため多様な人物が登場するが、中でもTouchstoneは重要な人物

の一人である。彼の言動は賢明な職業道化、劇に登場する舞台遣化、さらに、

試金石としての機能という観点から捉える必要がある。彼は、“The　foo1doth

thmk　he1s　w1se，but　the　w1seman㎞ows　hmse1f　to　be　a　foo1’’（5130－1）とい

うことわざを知っており、自分が愚かであることを認識している賢者である。

彼がこの劇で最も賢明であるか否かは分からないが、常に白分の役割と観客の

目を意識しつつ行動している。彼はまだら服を着た脇役として、劇のアクショ

ンから一定の距離を保ち、現実的で批判的な目で恋する者の愚かさや滑稽さな

どを、主にパロディや皮肉な表現でからかう。辛辣に聞こえること余あっても

冷笑家のJaqueSとは異なり、彼のヒューモリスト的なぬくもりとすべてが許

される特権によって、彼の周囲は穏やかな笑いの空気で包まれる。意外にも、

彼はAudreyと主人公たちの結婚式に参加するが、この行為も主人公らの牧歌

的な愛を滑稽なカップルによって茶化し転倒させるための行為である。田舎娘

との結婚はある意味で分相応であるし、その動機を情欲に帰したのは道化とし

てごく自然で意図的な行為であり、主人に仕え楽しみを提供するという宮廷で
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の本来の仕事にも通じる。Audreyとの緒婚は一時的なものだと傍白で本音を

もらしても、彼の不真面目、無責任や冗談を非難できない。道化はもともと通

常の道徳的観念とは無縁の存在で、論理と非論理、理性と反理性、現実と虚構

といった二つの世界に気紛れに足を置く、矛盾した捉えがたい存在だからであ

る。Shakespe班eはこの後、同じタイプの道化を何人か創造する。r㈹1肋珊敏8

では祭りを暗示するFesteにTouchstoneとは異なる活躍をさせて別な可能性を

追求し、A11念腕11肋∂8肋必晩〃ではLavacheにより問題劇の世界での道化

活用の可能性を試しているが、κ昭L鮒で職業道化が悲劇においてどこまで

活用できるかという点で、その可能性を極めたといえるほど見事に劇世界に融

合している。最初の職業遺化Touchstoneも、この劇に「非常によく融和され

ていて時々真の参加者」23）に思えるほど劇世界に組み込まれているので、この

遺化を取り去ったん灼αム伽皿はスパイスが効いていない料理のように、

きわめて味気ないものになると結論できる。
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